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 再燃又は活動性の場合のみ、ヒ昇を黒し,その診断的意義の大壁いものと思われた。敗血症,肝膿
 煽及び悪性腫瘍の肝転移に,1二る肝腫大の際のGOT,GPTは正常範囲か又は掻く軽度の上昇を呈
 するに過ぎなかった。先天性代謝異常症でGOT,GIPTの{異常高値を呈したのは,糖原病1型喜ガラ
 クトース血症のみであった。ウイルノン氏病2例は正常値を呈した。伝染性単核球症4例の全てで
 σOT,GPTの軽度.と昇が認められ,本症の肝細胞障害かうかがわれた。進行性筋異栄養症ではGOT,
 GIPT共に・100～5G巳単位に上昇し,病汰σ)1極重との関係は認めなかった。しかし,GOT,GPT
 の測定は本症のみでなく筋変性疾患の診断'に有力な手掛りとなることを知った。でんかん,脳性
 小児麻痺,脳腫担などの中でGOT,GP嚇{極ぐ・経度に上昇するものがあったがその上昇機転は不
 明である。そのイ㌦周側生唯li吐症,リ.ウマチ熱,甲状腺機能低下症,腸,パラチフスなどの一部
 に軽度の.上昇を認めるものがあった。
 ll血マ青!・ランスアミナーゼ活性にお・よほづ』ステロイドホルモンの影響に関する臨、床的実験的
 長期間冗わたリステロイト泳ルモンを投与したネフ[f一ゼ症候群において,1自1浩トランスアミナービの上
 昇した倒を経験し一こめ奮;莫に鑑み,ステ1コイト泳ルモン投一与時にむける血清トクンスアミナーゼ活性の
 研究対象及び方法
 ネフ目一ゼ症候群7倒,泊拍購1∫4例,溶血1生貧血2例,肝硬変1例及び乳児肝炎15例について
 ステ[」ノト'ホルモン投.与前後に血清GOT,GPTを8igma-Frankel法で測定した。体重2K7前後
 の1鳶ll!」・.莫兎に体重Kg当りAOTH5単位,Pred.∫li80■on∂5擢9を連日筋注し,投・与後1,2,
 5,4,5週時にお・ける∫11昂?{}0τ,G!PT活性,及び投一与後4臼及び14日時の肝,腎,'山,筋及
 び脹iの〔}GT,〔}PT濡1生をoiδコ1a-1干τaエ1kg1法で測1足した。
結 果
 ネフローゼ症1段碁1モ7例1・P4例!,白ゴ匠病では全例,溶血1生貧血21列中“列,及び肝:硬変舵1例で
 ステ・・11・'ホノL縄ン投与後.巨lt浩⊂拍τ,GPTが50～500単位に上昇した。これらはいずれもステ
 ロイドホルモン投与rl工止役比物晦ナみやかに低下し正常化した。乳児肝炎では投与前異常高値を
 呈していたがステ・イドホルモン投与後GOTは著明に低下したが,GPTは必ずしも低下せず,
 軽度上.弄する例もあり,αOT,GPT比は逆転したoAeTH投写家兎ではαOT,GPTの変化は殆ん
 ど認めらカ.なかった。Pre吐nisolone投与家兎では投与後1,2,5週と次第に活性、上昇
 し,4,5週には低一ドした。・益臓器GOT』〔}PTllt4日投一与春1三で÷ま非甚'讐1≦1群三と.大差なく,14日投
 与群では肝を除きいずれも.上昇し,特に筋,心,腎で著明てあった。これらの実験事実からステ
 ロイドホルモン投与時にお・ける」飯行σOT,GPTの.上昇は,筋,心,賢などの活・1生化された酵
 素の漏出も否定し得ないが.肝細胞由来によるものが大きいものと,思われる。
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 審査結果の要旨
 小児期各種疾患にかける∫丘1清トランスアミナーゼ活性を測定した成績が第て編に述べてある。
 259症例の検査のうちで,新生児期肝炎,先天性胆道閉塞ではGOT.αPT殊にGOTの上
 昇があること、小児期肝炎の程度と,経過とによりGOT,αPTの変動が著るしいこと,進行
 性筋萎縮症てはαPT,GOTの上昇があること,てんかんまたは脳性小児マヒにては,その約
 半数例にてGOT又はGPTの上昇のあるものがあること.などを述べている。
 第2編に蔚いては,各種疾患小児(肝炎を除く)に長期に多量のブレドニゾ・ンを投一与すると
 き殊にGPTは上昇する。また新生児肝炎にプレドニンを投写するとき殊にG・OTの降下が注目
 される。
 家兎にブTノドニンを投・与すると.〔}OT,〔}PTは著増を・ます・が,ACTH投一与ではこれらに
 は薯変はなレ・ようであるという。
 したがって本論文は学位を拶与するに価するものとする。
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